
  

鴛お

し

こ

し

ん

や

河
申
也
と
鍋な

べ
し
ま島

直な
お

郷さ
と

の
文
事

　
　

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
『
凶し

こ

草く
さ

』
翻
刻
と
解
題
（
１
）

進
藤　

康
子

　
　
　

  　

要
約

　

江
戸
時
代
中
期
の
地
下
歌
人
の
鴛
河
申
也
は
、
佐
賀
鹿
島
藩
第
六
代
藩
主
鍋
島
直
郷
の

和
歌
の
師
で
あ
る
。

　

申
也
は
、
風
絃
堂
（
長
英
、
長
教
、
長
賢
）
と
称
し
、
享
保
期
の
江
戸
歌
壇
に
お
い
て

は
、
あ
る
程
度
名
の
通
っ
た
師
匠
で
あ
っ
た
。

　

申
也
を
取
り
巻
く
当
時
の
江
戸
歌
壇
を
新
た
な
視
野
に
見
据
え
、
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
申
也
の
活
動
の
糸
口
を
探
り
、
鍋
島
直
郷
の
文
事
を
解
明
す
る
た
め
の
一
端

と
し
て
、
今
回
は
、
鴛
河
申
也
の
家
集
『
凶
草
』（
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
）
を
、
新

資
料
と
し
て
翻
刻
、
紹
介
し
、
申
也
の
和
歌
と
そ
の
世
界
を
辿
っ
て
い
く
。

キ
ー
ワ
ー
ド

：　
　

 

鴛
河
申
也
（
長
賢
、
風
絃
堂
）
、
鍋
島
直
郷
、
凶
草
、
江
戸
歌
壇
、 

 

望
月
長
孝
（
長
好
）
、
広
沢
流

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
中
期
の
地じ

げ下
歌
人
鴛お

し

こ

し

ん

や

河
申
也
は
、
そ
の
晩
年
に
、
佐
賀
鹿
島
藩
第

六
代
藩
主
鍋
島
直な

お

郷さ
と

の
和
歌
の
師
と
な
っ
た
。
申
也
は
、
風
絃
堂
（
長
英
、
長

教
、
長
賢
）
と
称
し
、
享
保
期
の
江
戸
歌
壇
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
名
の
通
っ

た
師
匠
で
あ
っ
た
。

　

垂
加
流
神
道
の
井
田
道
祐
門
下
の
村
田
春
道
（
春
海
の
父
）
も
、
歌
を
、
初

め
は
申
也
に
学
ん
で
お
り
、
後
に
賀
茂
真
渕
門
下
と
な
っ
た
。

　

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
（
以
下
中
川
文
庫
蔵
）
の
『
四
十
賀
之
記
』（
正

徳
五
）
に
は
、
申
也
の
四
十
歳
の
賀
に
、
五
十
数
名
の
和
歌
と
漢
詩
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。『
一
人
三
首
和
歌
』（
中
川
文
庫
蔵
）
に
は
、
申
也
を
含
め
六
十
一

人
の
和
歌
が
収
載
さ
れ
、
そ
の
他
『
に
こ
草
』『
享
保
丑
年
仲
穐
望
之
記
』『
甲

寅
記
行
』（
い
ず
れ
も
中
川
文
庫
蔵
）
な
ど
に
は
、
申
也
と
交
流
の
あ
る
儒
者
の

梁
田
蛻
巌
や
豊
臣
為
重
、
大
江
直
陳
、
萬
庵
和
尚
も
見
え
る
。

　

ま
た
、
特
に
注
視
さ
れ
る
の
は
『
中
院
前
内
府
通
茂
公
口
伝
』（
中
川
文
庫
蔵
）

の
表
紙
裏
に
書
か
れ
た
直
郷
自
筆
の
歌
道
の
宗
匠
系
図
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

次
の
よ
う
に
、

　
　
　

幽
斎
─
貞
徳
─
長
孝
─
祐
庵
─
申
也

と
歌
道
の
道
統
図
を
示
し
筆
録
し
た
。
細
川
幽
斎
か
ら
松
永
貞
徳
の
流
れ
を
汲

む
広
沢
流
の
望
月
長
孝
に
注
目
し
た
い
。
何
故
な
ら
祖
父
鍋
島
直な

お
え
だ條

の
和
歌
の

師
は
こ
の
望
月
長
孝
で
、
直
郷
自
身
も
、
実
は
、
長
孝
門
下
の
、
富
松
祐
庵
弟

子
の
鴛
河
申
也
か
ら
教
え
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
図
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

申
也
を
取
り
巻
く
当
時
の
江
戸
歌
壇
を
新
た
な
視
野
に
見
据
え
、
今
ま
で
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
申
也
の
文
事
と
そ
の
活
動
の
糸
口
を
探
り
、
引
い
て
は

は
鍋
島
直
郷
の
文
事
の
一
端
を
解
明
す
る
た
め
に
、
今
回
は
、
新
資
料
で
あ
る

（
一
）

　
　
　  

　
研
究
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ト
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鴛
河
申
也
家
集
『
凶
草
』
の
「
春
」
部
か
ら
の
翻
刻
を
紹
介
し
、
申
也
の
和
歌
の

世
界
を
丹
念
に
辿
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
　
　

二
、
鴛
河
申
也
と
鍋
島
直
郷

　

鴛
河
申
也
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
、
井
上
敏
幸
氏
「
鴛
河
申
也
と
鍋
島
直
郷
」

（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

月
報
６
８
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
が

あ
り
、
そ
れ
ら
に
導
か
れ
整
理
し
ま
と
め
て
い
く
。

　

姓
は
鴛お

し

河こ

（
『
和
学
者
総
覧
』
）
、
鴛お

し

氷こ

（
『
擁
書
漫
筆
』
）
、
推
江
（
『
鹿
門
随

筆
』
）
、
押
小
路
（
『
渚
の
松
』
）
と
な
っ
て
お
り
、
姓
は
全
く
一
致
し
て
い
な
い

と
い
っ
て
良
い
。
名
は
長
賢
（
『
泊
洦
筆
話
』
）
、
長
教
（
『
擁
書
漫
筆
』
）
。
号
は

風
絃
、
風
絃
斎
。
堂
号
は
風
絃
堂
。
生
ま
れ
は
京
都
で
、
江
戸
在
住
の
人
。
学
統

は
広
沢
流
の
広
沢
長
孝
（
望
月
長
好
）
と
あ
る
。

　

ま
た
、
中
川
文
庫
蔵
書
の
申
也
の
遺
稿
群
の
翻
刻
集
で
あ
る
、
井
上
敏
幸
・

進
藤
康
子
「
鴛
河
申
也
歌
稿
集
」（
『
鹿
島
鍋
島
藩
の
政
治
と
文
化
』
所
収
。
国

文
学
研
究
資
料
館
研
究
成
果
報
告
、
二
〇
〇
八
年
）
に
於
い
て
は
、
申
也
若
き

日
の
歌
集
『
に
こ
草
』
奥
書
の
「
望
月
長
孝
門
弟
冨
松
是
祐
弟
子　

鴛
河
長
英
」

か
ら
長
英
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
や
、『
享
保
丑
歳
仲
穐
之
記
』
で
は
風
絃
、
風

絃
堂
と
記
し
て
い
る
こ
と
、『
四
十
賀
之
記
』
で
は
、
申
也
先
生
、
鴛
河
先
生
と

称
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
具
体
的
に
示
し
て
き
た
。

　

医
師
で
あ
り
、
ま
た
「
真
渕
県
主
よ
り
も
先
輩
に
て
」
、「
歌
に
名
あ
り
」（
『
擁

書
漫
筆
』
）
、「
教
え
を
受
く
る
人
多
」（
『
泊
洦
筆
話
』
）
く
、「
申
也
は
能
書
な
り
」

（
『
渚
の
松
』
）
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
申
也
は
、
享
保
期
の
江
戸
歌
壇
に

お
い
て
、
あ
る
程
度
、
名
の
知
ら
れ
た
和
歌
の
宗
匠
で
あ
り
多
く
の
門
人
を
持

ち
、
能
書
家
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

こ
の
宗
匠
の
最
晩
年
の
門
人
が
肥
前
鹿
島
藩
第
六
代
藩
主
鍋
島
直
郷
（
享
保

三
年
生
ま
れ
～
明
和
七
年
歿
）
で
あ
っ
た
。
直
郷
の
生
涯
を
記
し
た
『
直
郷
公

御
年
譜
』（
以
下
『
御
年
譜
』
中
川
文
庫
蔵
）
の
記
載
の
元
文
二
年
の
条
を
見
る

と
、

　

元
文
二
年
三
月
朔
日
、
鴛
河
申
也
を
始
め
て
召
し
呼
る

　

そ
の
後
比
々
と
し
て
来
り
、
歌
書
の
講
談
を
聞
玉
ふ

　

尤
添
削
を
聞
玉
ふ

　

と
あ
り
、
直
郷
が
申
也
を
は
じ
め
て
江
戸
藩
邸
に
召
し
た
日
付
「
元
文
二
年

三
月
朔
日
」
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
、
特
に
「
和
歌
添
削
」
を
申
也
に
希
望
し
、
頻

繁
に
講
義
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
次
に
、
元
文
三
年
の
条
か
ら
申
也
の
生
没
年
を
推
定
す
る
と
、

　

元
文
三
年
六
月
二
十
八
日
、
申
也
よ
り
百
人
一
首
の
伝
を
受
け
玉
ふ

　

七
月
二
十
四
日
、
鴛
河
申
也
病
て
死
す

と
の
記
事
が
あ
る
。
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
六
月
に
「
百
人
一
首
」
の
伝
授

を
申
也
か
ら
受
け
な
が
ら
、
な
ん
と
そ
の
約
一
月
足
ら
ず
の
後
の
、
七
月

二
十
四
日
に
申
也
は
没
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
次
に
、
申

也
の
『
四
十
賀
之
記
』（
中
川
文
庫
蔵
）
を
精
査
す
る
と
、
こ
の
歌
集
は
、
申

也
お
よ
び
、
申
也
門
下
六
十
余
名
の
詩
歌
和
文
の
稿
本
で
あ
る
の
だ
が
、
申

也
の
四
十
の
賀
が
催
さ
れ
た
の
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
。
申
也
生
誕
の

日
、
二
月
二
十
九
日
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
申
也
の
生
ま
れ
た
の
は
、
宝
永
四
年

（
一
六
七
六
）
二
月
二
十
九
日
と
い
う
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

従
っ
て
、
申
也
は
六
十
三
歳
没
と
い
う
こ
と
が
新
た
に
確
定
し
た
。
井
上
氏

は
、「
鴛
河
申
也
と
鍋
島
直
郷
」
に
於
い
て
、
没
年
を
五
十
三
歳
と
さ
れ
て
い
た

が
、
申
也
没
年
は
六
十
三
歳
と
な
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
新
た
に
更
新
す
る
。

　

さ
て
、
再
び
『
御
年
譜
』
の
「
元
文
三
年
七
月
二
十
四
日　

鴛
河
申
也
病
て
死

（
二
）

鴛河申也と鍋島直郷の文事　（進藤康子）
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す
」
の
記
述
の
続
き
に
話
を
戻
す
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
 

申
也
存
生
の
う
ち
に
、
古
今
・
源
氏
・
伊
勢
物
語
の
約
あ
り
。
因
っ
て
、
伝

書
は
公
へ
奉
る
べ
し
。
し
か
ら
ば
そ
の
子
新
次
郎
へ
、
毎
歳
三
人
扶
持
給
は

ら
ん
と
、
叔
父
西
岡
一
斎
へ
井
田
道
祐
を
し
て
説
か
し
め
ら
れ
し
か
ば
、
歌

道
の
遺
書
悉
く
公
へ
献
じ
ぬ
。

　

申
也
の
遺
書
を
悉
く
買
い
取
り
、
申
也
の
息
子
の
新
次
郎
へ
毎
年
三
人
扶
持

を
与
え
る
な
ど
、
直
郷
の
申
也
か
ら
受
け
た
恩
恵
の
深
さ
へ
の
感
謝
と
、
申
也

へ
の
傾
倒
ぶ
り
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
、
中
川
文
庫

に
申
也
の
貴
重
な
遺
稿
群
が
ま
と
ま
っ
て
入
っ
た
所
以
で
あ
る
。
直
郷
は
、
申

也
と
出
会
い
、
和
歌
の
添
削
や
講
義
も
集
中
的
に
受
け
、
短
い
期
間
の
指
導
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
申
也
の
感
化
の
大
き
さ
は
、
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
か
。

更
に
ま
た
そ
れ
を
裏
付
け
る
直
郷
の
和
歌
が
あ
る
。

頼
む
ぞ
よ　

憂
身
な
が
ら
も　

家
の
風　

こ
と
ば
の
花
と　

か
ほ
る
を
し
へ

を
（
『
薜

ま
さ
き
の
か
ず
ら

茘
』
中
川
文
庫
蔵
）

　

こ
の
歌
は
、
直
郷
が
申
也
に
対
し
て
「
頼
む
ぞ
よ
」
と
切
実
な
気
持
ち
を
歌

い
。
二
十
歳
の
青
年
の
、
こ
れ
か
ら
歌
道
を
学
ぼ
う
と
す
る
真
摯
な
心
を
表
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、

　

 

な
み
な
ら
ぬ　

和
歌
の
浦
鶴　

鳴
く
ば
か
り　

心
を
よ
せ
し　

玉
藻
と
ぞ

み
る

と
申
也
は
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
広
沢
流
の
道
統
へ
の
志
を
汲
み
取
り
、
直

郷
の
祖
父
鍋
島
直
條
が
、
か
つ
て
望
月
長
孝
の
門
人
で
あ
り
、
直
條
の
学
問
を

「
家
の
学
問
」
と
し
て
直
郷
は
守
り
抜
く
覚
悟
が
あ
る
こ
と
を
受
け
取
っ
た
も

の
と
言
え
よ
う
。

　

直
郷
の
歌
道
の
道
統
図
に
関
し
て
の
資
料
『
中
院
前
内
府
通
茂
公
口
伝
』
の

表
紙
裏
に
書
か
れ
た
直
郷
自
筆
の
歌
道
系
図
の
メ
モ
「
幽
斎
─
貞
徳
─
長
孝
─

祐
庵
─
申
也
」
が
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
に
触
れ
た
が
、
こ
れ
も
歌
道
の
流
れ
を

自
分
で
書
き
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
郷
は
、
敷
島
の
道
へ
の
強
い
志
を
著
わ

す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
御
年
譜
』
の
元
文
二
年
の
条
に
、　

　

 

申
也
は
京
人
也
。
風
絃
堂
長
賢
と
称
す
。
其
氏
は
冨
松
祐
庵
「
生
翁
と
称
す
」

祐
庵
は
こ
れ
を
望
月
長
孝
に
受
く
。
長
孝
は
松
永
貞
徳
「
長
頭
丸
」
の
弟
子
。

貞
徳
は
細
川
幽
斎
「
玄
旨
法
印
」
の
門
人
な
り
。
そ
の
か
み
長
孝
京
師
の
広

沢
に
居
す
。
因
て
長
賢
自
ら
広
沢
流
と
称
す
。

と
あ
り
、
広
沢
流
と
申
也
が
称
す
る
所
以
や
、
申
也
の
直
接
の
師
祐
庵
の
名
も

詳
し
く
見
い
出
せ
、『
中
院
前
内
府
通
茂
公
口
伝
』
表
紙
裏
の
直
郷
歌
道
の
道

統
図
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

『
岐
蘇
紀
行
』（
中
川
文
庫
蔵
）
に
「
広
沢
流
長
臥
（
直
郷
）
」
と
直
郷
は
記
し

て
お
り
、
更
に
、「
風
絃
堂
門
弟
随
一
長
臥
（
直
郷
）
」
と
筆
録
し
、
自
ら
申
也
の

歌
の
継
承
者
「
門
弟
随
一
」
と
し
て
自
負
し
て
い
る
。
し
か
も
、
直
郷
は
、
申
也

亡
き
あ
と
、
師
の
申
也
を
「
先
師
風
絃
堂
長
賢
翁
」
と
称
し
、
自
分
を
「
風
窓
堂

直
郷
」
と
名
乗
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
そ
の
後
継
者
意
識
を
堅
固
な
も
の
と
し

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
よ
り
は
、
直
郷
は
、
自
ら
が
師
と
な
っ
て
歌
道

の
指
導
や
伝
授
を
家
臣
ら
に
行
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
中
川
文
庫
蔵
の
申
也
遺
稿
群
の
中
か
ら
、
申
也
の
『
凶
草
』
の
「
春
」

の
部
か
ら
翻
刻
し
、
直
郷
の
文
事
を
支
え
た
鴛
河
申
也
の
和
歌
の
世
界
を
見
て

い
き
た
い
と
思
う
。

（
三
）
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三
、『
凶
草
』
翻
刻
と
解
題

　

『
凶
草
』
は
、
四
冊
本
か
ら
成
る
写
本
で
、
鴛
河
申
也
自
筆
稿
本
で
あ
り
、
享

保
頃
の
申
也
の
和
歌
・
随
筆
・
序
文
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

『
凶
草
』（
一
）
は
、「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
合
わ
せ
て
二
千
二
百
八
十
九
首
。

「
春
」
の
部
の
六
百
八
十
一
首
の
う
ち
、
紙
幅
の
都
合
上
に
て
今
回
は
、
三
五
七

首
の
翻
刻
を
載
せ
る
。
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　 

書
誌 

　 　

　

祐
徳
稲
荷
神
社　

中
川
文
庫　

ラ
ベ
ル
番
号
（6/212/1276

）

　

作
者　

鴛
河
申
也　

自
筆

　

内
容　

享
保
頃
の
和
歌
・
序
文
な
ど

　

写
本　

縦
二
十
三
・
六
セ
ン
チ　

横
十
七
セ
ン
チ　

　
　
　
　

一
面
行
数
十
二
行
・
一
丁
に
付
き
和
歌
二
十
四
首

　

四
冊

　
　

一　

「
凶
草
」（
和
歌
部
）　

  

　

春　

二
十
九
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

夏　

二
十
三
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

秋　

二
十
五
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

冬　

二
十
三
丁　
　

　
　

二　

「
凶
草
」（
和
文
部
）　

 

　

離
別　

六
丁　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

哀
傷　

十
四
丁　

　
　

三　

「
凶
草
」（
和
歌
部
）　
　

 　

恋　
　

十
六
丁　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

雑　
　

十
六
丁

　
　

四　

「
小
序　

辞
」（
和
文
）　

 　

小
序　

十
九
丁　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

辞　

四
十
三
丁

　 

翻
刻
凡
例 

　

　

一
、
本
文
は
原
本
通
り
を
旨
と
し
た
。

　

一
、  

行
移
り
は
、
原
本
に
従
い
、
表
裏
を
オ
・
ウ
と
し
、
ま
た
、
丁
移
り
の
箇

所
は
、
」
１
・
オ
、　

」
１
・
ウ　

の
如
く
記
号
で
示
し
た
。

　

一
、
清
濁
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

　

一
、
和
歌
に
は
、
歌
番
号
を
付
し
た
。

　

一
、
虫
損
に
よ
り
、
判
読
で
き
か
ね
る
箇
所
等
は
□
□
で
示
し
た
。

　 

翻
刻 

　

　
　
　

凶
草

春
夏
秋
冬　

春
の
部

１　

試
筆　

春
の
日
の
光
を
花
の
鏡
と
も
見
れ
は
く
も
ら
ぬ
千
代
の
岩
水

２　

浦
帰
雁　

あ
か
し
か
た
月
の
う
つ
ろ
ふ
雁
金
の
か
け
さ
へ
つ
れ
て
か
へ

る
浦
浪

３　

六
寺
花　

ふ
る
て
ら
の
霧
に
ゆ
つ
り
し
け
ふ
り
を
も
春
あ
ら
た
む
る
花

の
匂
ひ
か

４　

試
筆　

け
ふ
と
い
へ
は
と
く
る
氷
の
水
茎
に
千
代
の
数
／
＼
花
の
は
つ

春５　

春
夢　

あ
け
は
又
花
に
む
か
は
ん
心
よ
り
絶
え
て
い
と
は
ぬ
夢
の
う
き

は
し

６　

試
筆　

あ
ら
玉
の
光
は
わ
き
て
ほ
の
／
＼
と
霞
に
し
る
き
は
る
の
山
々

７　

岡
春
草　

忍
ひ
え
ぬ
お
も
ひ
や
色
に
を
し
出
る
た
か
か
た
恋
の
を
か
の

（
四
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は
る
く
さ

８　

試
筆　

一
と
せ
を
た
と
る
心
も
け
ふ
よ
り
や
又
あ
ら
玉
の
春
そ
き
に
け

る９　

静
見
花　

春
風
も
を
と
せ
ぬ
花
の
し
ら
浪
の
か
ゝ
る
を
見
る
そ
物
お
も

ひ
な
き　

」
１
・
オ

１
０　

梅
薫
袖　

身
を
か
ふ
る
お
も
ひ
よ
梅
の
香
を
し
め
し
袖
の
追
風
人
な

と
か
め
そ

１
１　

落
花　

よ
し
や
ち
れ
こ
ゝ
に
う
き
世
の
風
な
れ
は
花
な
き
里
に
色
も

み
す
ら
し

１
２　

鶯
為
万
春
友　

鶯
も
万
世
か
け
て
さ
そ
ふ
ら
し
人
の
心
の
は
な
を
し

る
へ
に

１
３　

子
日
松　

一
夜
百
首
中　

初
春
の
初
ね
の
け
ふ
に
引
ま
つ
は
千
世
を

手
に
と
る
心
な
ら
し
な

１
４　

遅
日　

右
同　

数
／
＼
の
文
も
見
は
て
む
春
の
日
や
宮
の
蛍
の
光
か

ら
す
て

１
５　

載
花　

右
同　

花
心
花
に
は
あ
り
と
我
は
此
の
う
へ
し
さ
く
ら
の
色

に
ひ
か
れ
し

１
６　

挿
花　

右
同　

け
ふ
桜
咲
つ
る
陰
に
や
す
ら
へ
は
お
ら
て
も
花
の
か

さ
し
な
ら
ま
し

１
７　

絲
桜　

右
同　

春
風
に
ち
ら
て
み
た
る
ゝ
絲
桜
花
の
よ
し
き
を
お
る

と
こ
ろ
み
な

１
８　

雉
子　

右
同　

狩
人
の
き
か
は
夕
な
の
き
し
な
ら
む
名
の
る
は
か
り

は
音
に
た
つ
な
ゆ
め

１
９　

杜
若　

右
同　

一
も
と
は
手
折
や
せ
ま
し
か
き
つ
は
た
ゆ
る
さ
ぬ
色

に
花
は
さ
く
と
も

２
０　

嶋
歌
冬
右
同　

世
を
う
さ
の
小
嶋
か
崎
に
さ
き
ぬ
れ
と
色
は
に
き
は

ふ
山
吹
の
花

２
１　

梅
風　

駒
つ
な
く
か
す
か
に
ち
り
し
花
は
猶
風
に
し
る
へ
の
や
と
の

む
め
□
□　

」
１
・
ウ

２
２　

海
辺
初
霞　

朝
日
か
け
う
つ
る
か
す
み
は
く
れ
な
ゐ
の
に
し
き
に
つ

な
く
す
ま
の
友
舟

２
３　

春
祝　

玉
の
枝
も
せ
き
日
影
に
あ
え
な
ら
ん
さ
む
さ
ぬ
る
さ
を
し
ら

ぬ
春
へ
は

２
４　

試
筆　

さ
ら
に
わ
か
こ
と
は
の
林
分
入
也
情
の
始
の
は
し
め
な
る
ら

む２
５　

花
下
忘
帰　

見
る
花
の
こ
の
下
露
に
ぬ
る
ゝ
袖
く
つ
れ
と
を
の
ゝ
え

こ
そ
か
へ
ら
ね

２
６　

浦
春
月　

お
ほ
よ
と
の
松
に
を
と
す
る
風
の
つ
て
に
か
す
む
う
ら
み

も
は
る
の
夜
の
月

２
７　

朝
霞　

朝
日
影
に
ほ
へ
る
山
は
た
か
為
に
か
す
み
の
衣
よ
そ
ひ
そ
ふ

ら
む

２
８　

試
筆　

心
あ
ら
て
ほ
ゝ
え
む
は
か
り
さ
く
梅
も
春
の
は
し
め
の
さ
か

へ
と
そ
見
る

２
９　

春
夜　

春
な
か
ら
か
ほ
ら
ぬ
梅
の
花
と
み
ん
こ
す
ゑ
に
う
つ
る
ほ
し

の
光
は

３
０　

依
風
春
梅　

目
に
見
え
ぬ
風
の
よ
す
か
に
我
そ
し
る
う
つ
し
え
か
た

き
梅
の
か
ほ
り
を

３
１　

六
寺
花　

西
に
な
る
日
影
も
け
ふ
は
わ
す
ら
れ
ぬ
と
よ
ら
の
寺
の
花

の
な
か
め
に

３
２　

連
峯
霞　

う
つ
し
と
る
た
か
華
か
き
の
□
な
ら
ん
み
ね
よ
り
を
ち
も

み
ね
の
霞
は

３
３　

松
上
嵐　

時
雨
に
は
つ
れ
な
き
松
も
春
め
き
て
か
す
み
そ
め
に
し
い

ろ
そ
こ
と
な
る　

」
２
・
オ

３
４　

梅
薫
袖　

山
人
の
袖
ま
へ
匂
ふ
春
風
に
と
は
ね
と
し
る
し
む
め
の
さ

（
五
）
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か
り
は

３
５　

春
風
解
氷　

氷
ゐ
し
汀
の
舟
も
春
風
に
を
の
れ
と
い
つ
る
志
賀
の
う

ら
な
み

３
６　

春
宮　

咲
く
ち
る
花
は
な
か
め
の
秋
も
あ
り
め
く
れ
る
春
の
ゆ
き
の

ひ
と
ゝ
き

３
７　

落
梅
浮
水　

池
水
に
け
ふ
も
中
／
＼
う
く
ひ
す
の
お
も
ひ
や
つ
け
る

き
さ
ら
き
の
雪

３
８　

鶯
山
春
望　

春
の
日
は
か
す
む
か
た
よ
り
く
れ
そ
め
て
み
ね
に
ほ
の

め
く
三
日
月
の
影

３
９　

江
春
雨　

ふ
く
風
も
な
こ
の
入
江
の
あ
し
く
ゝ
の
ひ
と
へ
に
さ
ひ
し

春
雨
の
そ
ら

４
０　

庭
花　

た
よ
り
な
き
と
こ
ろ
に
な
と
て
ま
よ
ふ
ら
ん
さ
く
ら
は
や
と

の
庭
に
こ
そ
見
め

４
１　

山
風
春
雨　

梅
ち
ら
す
か
た
山
か
け
の
下
庵
は
ふ
る
雨
た
に
も
花
の

香
そ
す
る

４
２　

名
所
花　

花
を
雪
と
見
し
い
に
し
へ
を
し
た
ふ
よ
り(

し
の
ふ
る
そ)

雪
も
花
な
る
み
よ
し
の
ゝ
山

４
３　

晩
鶯
入
霞　

く
る
ゝ
日
は
嵐
の
袖
に
つ
ゝ
め
と
も
に
ほ
ひ
も
り
く
る

う
く
ひ
す
の
声

４
４　

海
路
朝
霞　

う
な
は
ら
や
今
朝
は
霞
の
中
／
＼
に
か
た
ほ
に
み
や
る

舟
そ
え
な
ら
ぬ

４
５　

雨
中
春
庭　

か
つ
ち
れ
と
庭
に
残
れ
る
梅
か
ゝ
や
ふ
き
て
と
ゝ
め
し

春
雨
の
□
□　

」
２
・
ウ

４
６　

望
山
待
花　

立
む
か
ふ
色
に
心
や
う
こ
く
ら
む
花
は
名
の
み
の
山
の

し
□
□
も

４
７　

遠
山
春
月　

遠
か
た
の
残
る
雪
か
と
見
る
う
ち
に
く
る
れ
は
し
る
き

み
ね
の
月
か
け

４
８　

花
下
送
日　

世
の
う
さ
を
わ
す
れ
よ
と
て
の
ほ
た
し
な
る
日
数
ふ
る

の
ゝ
花
の
な
か
め
は

４
９　

寄
花
祝　

春
こ
と
に
こ
か
ね
の
鈴
を
う
け
そ
へ
て
ふ
る
よ
き
か
ふ
る

花
の
下
か
け

５
０　

市
花　

立
さ
は
く
此
木
の
下
の
市
人
よ
い
か
に
か
ふ
へ
き
は
な
の
や

は
ら
き

５
１　

尋
花　

ゆ
ふ
へ
に
は
立
ま
よ
ふ
と
も
ゆ
き
な
ま
し
朝
に
花
の
道
を
聞

は
や

５
２　

鶯
春
花　

を
く
れ
よ
と
い
さ
め
置
つ
ゝ
春
や
ゆ
く
日
も
入
あ
や
の
花

の
色
香
は

５
３　

春
来　

霞
む
日
は
花
の
か
た
へ
の
み
や
ま
木
の
わ
か
れ
ぬ
色
に
匂
ふ

春
風

５
４　

試
筆　

と
し
と
い
ひ
て
お
し
む
お
も
ひ
も
あ
ら
玉
の
人
の
こ
ゝ
ろ
の

花
の
初
春

５
５　

梅
花
久
薫　

雪
の
う
ち
に
さ
き
に
し
花
の
一
と
き
を
二
と
せ
か
ほ
る

春
の
梅
か
え

５
６　

霞
帰
行
舟　

行
舟
を
浪
の
い
つ
こ
と
見
く
ま
の
や
海
よ
り
庭
に
霞
わ

た
り
て

５
７　

春
暁
月　

あ
は
れ
し
る
人
の
む
か
し
を
お
も
ひ
ね
の
夢
も
の
こ
れ
る

春
の
夜
の
月　

」
３
・
オ

５
８　

帰
雁　

み
し
秋
の
わ
さ
た
か
り
か
ね
帰
な
り
う
ふ
る
初
な
へ
ま
つ
こ

と
も
な
く

５
９　

春
舟　

吹
風
に
磯
山
桜
た
そ
ゆ
き
て
花
を
も
ひ
け
る
沖
の
あ
み
舟

６
０　

花
潜
残　

捨
か
た
き
す
か
た
を
花
の
心
に
も
お
し
む
い
ろ
と
や
ち
り

の
こ
る
ら
ん

６
１　

花
残
待
人　

と
ふ
人
を
ま
つ
と
や
す
ま
の
あ
ま
衣
残
れ
る
花
は
ま
と

を
な
か
ら
に

（
六
）
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６
２　

心
在
山
花　

お
ら
れ
ね
は
絵
に
か
く
山
の
花
と
見
て
心
を
色
に
う
つ

し
そ
め
ぬ
る

６
３　

落
花
入
簾　

散
花
を
さ
そ
へ
る
風
の
よ
す
か
に
は
塵
も
い
と
は
ぬ
こ

す
の
う
ち
哉

６
４　

春
獣　

た
と
り
く
る
か
す
み
の
お
く
の
我
や
と
に
ぬ
し
し
る
犬
は
と

か
む
と
も
な
き

６
５　

春
野　

今
も
猶
一
夜
ね
ぬ
へ
き
春
の
野
に
な
と
て
ふ
と
り
の
立
帰
ら

し
む

６
６　

試
筆　

物
こ
と
に
あ
ら
た
ま
れ
と
も
ふ
る
る
世
を
し
た
ふ
く
と
は
の

は
な
の
初
春

６
７　

な
へ
て
よ
の
さ
か
し
を
ろ
か
し
こ
と
の
葉
の
種
と
り
そ
め
ん
春
は
き

に
け
り

６
８　

梅
有
遅
速　

鶯
の
ね
く
ら
い
つ
れ
と
さ
た
む
ら
ん
お
し
む
を
待
も
お

な
し
梅
の
え

６
９　

し
ら
雪
の
そ
の
ふ
る
と
し
の
匂
ひ
よ
り
け
ふ
た
く
梅
や
春
の
初
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」
３
・
ウ

７
０　

鶯
声
帰
竹　

く
れ
竹
の
葉
山
の
奥
に
梅
や
さ
く
に
ほ
ひ
こ
も
れ
る
う

く
ひ
す
の
声

７
１　

竹
間
鶯　

あ
た
に
さ
く
梅
は
ひ
と
へ
に
う
し
と
て
や
い
く
世
の
竹
に

き
ゐ
る
鶯

７
２　

竹
鶯　

見
え
ま
か
ふ
を
の
か
羽
色
の
く
れ
竹
に
千
世
の
聲
そ
ふ
は
る

の
う
く
ひ
す

７
３　

折
蕨　

う
な
ひ
子
か
折
手
に
ま
か
ふ
紫
の
ゆ
か
り
の
露
の
野
へ
の
さ

わ
ら
ひ

７
４　

残
雪　

春
な
れ
や
つ
く
し
の
わ
た
の
俤
に
の
こ
れ
る
雪
も
□
□
□
□

□７
５　

鶯
是
万
春
友　

万
世
も
つ
き
せ
ぬ
鳥
の
あ
と
ゝ
め
し
道
に
と
ゝ
な
ふ

や
と
の
う
く
ひ
す(

鶯
の
聲)

７
６　

浦
春
月　

春
の
夜
や
み
し
か
き
あ
し
の
ふ
し
の
ま
に
浦
浪
か
け
て
し

ら
む
月
か
け

７
７　

落
梅
香　

さ
そ
ひ
く
る
風
の
よ
す
か
に
み
か
く
れ
て
花
の
か
ゝ
み
は

香
こ
そ
く
も
ら
ね

７
８　

春
風
に
か
ほ
れ
る
塵
は
か
け
て
し
も
い
と
は
ぬ
花
の
鏡
な
る
ゝ
ら
し

７
９　

款
冬　

と
ふ
人
も
八
十
氏
川
に
□
け
見
え
て
賑
ふ
色
の
山
ふ
き
の
は

な８
０　

林
下
春
雨　

み
や
き
野
の
ふ
る
と
し
わ
か
ぬ
春
雨
に
恵
み
て
増
る

木
々
の
下
露

８
１　

遠
近
帰
雁　

か
り
か
ね
の
聞
ゆ
る
そ
ら
も
聞
え
こ
ぬ
雲
ゐ
に
か
す
む

は
る
の
か
よ
ひ
ち　

」
４
・
オ

８
２　

を
の
か
音
の
聞
ゆ
る
そ
ら
に
聞
え
こ
ぬ
雲
ゐ
は
か
す
む
か
り
の
一
つ

ら８
３　

越
山
見
花　

風
か
ほ
る
よ
す
か
に
入
し
山
郷
を
山
に
こ
こ
ろ
の
花
に

わ
す
れ
つ

８
４　

志
賀
の
山
こ
え
行
末
に
か
け
て
け
り
ひ
し
の
高
根
の
花
の
白
ふ
ゆ

８
５　

湖
上
花　

志
賀
の
海
や
風
も
な
き
た
る
春
の
日
に
う
つ
せ
は
花
の
浪

そ
立
け
る

８
６　

逢
樵
夫
問
花　

山
人
に
と
ふ
こ
そ
道
の
便
な
れ
花
を
そ
ふ
と
て
ま
と

ふ
こ
ゝ
ろ
は

８
７　

花
時
鞍
高
多　

打
む
れ
て
た
ゝ
に
よ
り
こ
し
花
の
も
と
か
へ
ら
は
駒

の
つ
な
引
や
せ
ん

８
８　

惜
花　

今
朝
は
又
残
り
す
く
な
き
花
ふ
さ
に
た
ゆ
か
ら
て
お
る
手
も

よ
は
り
行

８
９　

落
花
不
終
空
蝉
樹　

今
は
と
も
い
は
て
う
つ
ろ
ふ
花
の
え
に
う
き
春

風
や
□
□
そ
ふ
ら
ん

（
七
）
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９
０　

鶯
春
花　

お
し
め
猶
残
る
日
か
け
は
玉
く
し
け
ふ
た
ゝ
ひ
花
も
え
た

に
か
へ
ら
す

９
１　

お
し
め
と
も
い
つ
し
か
春
は
た
け
く
ま
の
松
に
た
く
へ
て
残
る
日
数

を９
２　

試
筆　

山
と
り
の
お
の
へ
の
霞
な
ひ
く
也
長
／
＼
し
日
の
は
し
め
な

る
ら
ん

９
３　

初
春
□
雪
ふ
り
け
れ
は　

尽
と
し
の
し
る
し
よ
り
先
目
も
は
る
に
花

の
さ
か
へ
は(

を)
し
ら
雪
の
そ
ら　

」
４
・
ウ

９
４　

鶯
□
□
音　

百
と
せ
の
春
と
や
き
な
く
聲
に
し
も
千
世
は
経
ぬ
へ
き

や
と
の
鶯

９
５　

春
生
人
意
中　

ほ
の
か
な
る
霞
も
人
の
心
よ
り
は
る
と
い
ふ
名
の
雲

に
た
つ
ら
し

９
６　

若
木
桜　

を
の
つ
か
ら
花
の
か
さ
し
と
立
よ
れ
は
老
も
荒
木
の
む
め

の
下
か
ぜ

９
７　

梅
花
薫
砌　

春
風
の
さ
そ
ふ
よ
す
か
に
池
浪
の
花
さ
へ
匂
ふ
の
き
の

む
め
か
な

９
８　

春
雨　

ま
た
れ
つ
る
心
な
か
ら
も
の
と
け
し
な
花
は
ま
た
し
き
□
□

□９
９　

野
草
緑　
　

萌
い
つ
る
草
葉
の
色
は
か
す
か
の
に
今
い
く
か
あ
り
て

品
／
＼
に
み
む

１
０
０　

栽
梅
待
鶯　

鶯
に
あ
つ
ら
へ
告
る
風
も
か
な
な
れ
ゆ
へ
う
ふ
る
梅

の
に
ほ
ひ
を

１
０
１　

北
洗
寒
留
雁　

こ
ゝ
に
猶
や
す
ら
ふ
雁
は
さ
え
か
へ
る
そ
ら
に
越

路
の
雪
や
し
る
ら
む

１
０
２　

幽
栖
春
月　

薄
に
も
さ
は
ら
ぬ
月
の
下
庵
に
し
く
も
の
も
な
き
春

の
夜
の
そ
ら

１
０
３　

翫
新
成
桜
花　

雨
露
の
め
く
み
に
も
れ
し
桜
に
も
人
の
こ
ゝ
ろ
の

花
は
見
え
け
り

１
０
４　

折
蕨
過
友　

け
ふ
は
わ
か
さ
そ
い
て
き
つ
る
友
人
の
う
ら
む
る
さ

き
の
わ
ら
ひ
つ
む
な
り

１
０
５　

暮
山
春
雨　

入
相
の
聲
は
も
り
く
る
山
端
の
家
に
こ
め
し
は
春
雨

の
そ
ら　

」
５
・
オ

１
０
６　

水
郷
春
曙　

大
ひ
え
に
残
れ
る
月
も
か
け
う
す
く
霞
な
か
ら
の
あ

け
ほ
の
ゝ
そ
ら

１
０
７　

暮
山
春
雨　

飛
ぶ
と
り
の
か
へ
る
山
路
に
聲
は
し
て
を
と
せ
ぬ
春

の
な
か
め
さ
ひ
し
き

１
０
８　

霞
端
行
舟　

こ
く
舟
も
よ
そ
に
へ
た
て
ゝ
み
く
ま
の
ゝ
は
ま
ゆ
ふ

は
か
り
か
す
む
ゆ
ふ
く
れ

１
０
９　

釣
舟
の
行
え
や
い
つ
こ
あ
ま
衣
ま
と
を
に
か
す
む
春
の
ゆ
ふ
へ
は

１
１
０　

春
松
契
千
年　

引
う
ふ
る
子
の
日
の
松
に
契
を
か
ん
こ
す
え
も
霞

む
千
世
の
行
え
を

１
１
１　

二
月
雪
落
衣　

散
梅
の
花
の
か
ほ
り
も
一
時
は
き
え
あ
へ
ぬ
雪
を

袖
に
し
め
な
ん

１
１
２　

花
残
前
年　

露
の
は
へ
は
中
／
＼
わ
か
ぬ
心
哉
こ
そ
も
こ
と
し
も

花
に
ま
と
ひ
て

１
１
３　

池
上
落
花　

散
花
を
と
め
ぬ
な
か
れ
は
う
き
浪
に
あ
は
れ
の
こ
れ

る
や
□
の
池
水

１
１
４　

終
日
対
花　

く
る
ゝ
程
も
見
そ
め
し
け
さ
の
心
さ
し
て
む
か
ふ
に

あ
か
ぬ
花
の
下
陰

１
１
５　

夕
花　

入
日
さ
す
峯
の
か
す
み
も
く
れ
な
ゐ
に
に
ほ
ひ
あ
ひ
た
る

花
の
夕
は
へ

１
１
６　

松
下
躑
躅　

山
松
の
し
け
き
梢
は
く
れ
な
か
ら
入
日
を
か
へ
す
下

つ
ゝ
し
か
な

１
１
７　

橋
口
花　

た
え
／
＼
に
峯
の
か
け
は
し
か
く
ろ
へ
て
桜
を
わ
た
る

（
八
）
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春
の
山
人　

」
５
・
ウ

１
１
８　

山
花　

お
そ
に
見
て
帰
る
袖
に
も
か
ゝ
ら
な
ん
か
つ
ら
き
山
の
花

の
し
ら
く
も

１
１
９　

故
郷
花　

心
し
る
こ
と
葉
の
花
の
名
残
哉
な
ら
の
み
や
こ
に
に
ほ

ふ
桜
は

１
２
０　

春
舟　

散
う
か
ふ
波
に
ま
に
／
＼
見
え
ま
か
ふ
花
に
こ
か
る
ゝ
う

さ
の
柴
舟

１
２
１　

し
は
し
と
や
み
き
は
の
桜
ち
る
比
は
錦
に
つ
な
く
磯
の
さ
ゝ
舟

１
２
２　

霞
流
春
光　

さ
ほ
姫
の
嵐
の
こ
ろ
も
た
ち
そ
め
て
遠
山
ま
ゆ
そ
さ

ら
に
匂
へ
る

１
２
３　

嶺
樹
帯
霞　

春
と
い
へ
は
ま
た
る
ゝ
花
の
よ
す
か
と
や
み
ね
の
こ

す
ゑ
に
霞
た
な
ひ
く

１
２
４　

多
年
雪
梅　

い
く
春
か
あ
か
す
も
梅
の
花
に
め
て
や
と
か
る
鳥
の

う
ら
や
ま
る
ら
む

１
２
５　

い
く
と
せ
か
む
か
ふ
に
あ
か
ぬ
梅
の
花
ま
た
色
に
そ
み
香
に
め
つ

る
こ
ろ

１
２
６　

藤
花
久
薫　

春
日
の
光
を
そ
へ
て
匂
ふ
ら
ん
玉
の
緒
長
き
や
と
の

藤
か
え

１
２
７　

避
齢
翫
鶯　

鶯
に
な
れ
こ
し
春
も
あ
ら
た
ま
の
け
ふ
よ
り
さ
そ
ふ

千
世
の
初
聲　
　

１
２
８　

河
春
月　

霞
立
こ
ろ
は
か
ゝ
り
の
か
け
た
え
て
月
に
い
さ
よ
ふ
う

さ
の
あ
し
ろ
木

１
２
９　

嶺
樹
帯
霞　

春
と
い
へ
は
ま
た
る
ゝ
花
に
先
た
ち
て
こ
す
ゑ
に
匂

ふ
み
ね
の
霞
か　

」
６
・
オ

１
３
０　

早
春
雪　

春
き
て
は
ま
と
ふ
お
も
ひ
も
便
あ
る
心
の
花
よ
木
々
の

し
ら
ゆ
き

１
３
１　

若
菜　

あ
ら
玉
の
春
は
雪
け
に
み
か
く
れ
の
沢
辺
の
わ
か
な
つ
き

て
や
は
見
む

１
３
２　

遥
見
春
駒　

目
も
は
る
に
も
ゆ
る
草
葉
は
見
え
わ
か
て
霞
に
あ
さ

る
の
へ
の
春
こ
ま

１
３
３　

梅
風　

尋
き
て
梅
の
か
ほ
り
に
え
た
る
か
な
霞
な
か
る
ゝ
風
の
よ

す
か
に

１
３
４　

残
雪　

さ
か
ぬ
ま
は
色
ま
か
ふ
雪
に
な
く
さ
め
つ
き
ゆ
る
も(

は)

花
の
よ
す
か
な
か
ら
に

１
３
５　

梅
花
盛
久　

此
の
や
と
の
花
そ
む
か
し
の
香
に
匂
ふ
さ
か
へ
久
し

き
人
に
た
く
へ
て

１
３
６　

春
こ
と
の
梅
の
さ
か
へ
の
た
く
へ
み
ん
あ
ま
き
る
雪
の
つ
も
る
よ

は
ひ
も

１
３
７　

桟
路
春
雨　

山
人
の
や
す
ら
ふ
花
の
か
け
や
い
つ
み
ね
の
か
け
は

し
□
□
の
□
□

１
３
８　

百
代
春
雨　

行
末
の
秋
の
た
の
み
も
し
ら
れ
け
り
雨
に
み
ち
ぬ
る

苗
代
の
水

１
３
９　

雲
雀
遊
霞　

夕
ひ
は
り
な
れ
も
霞
を
あ
は
れ
と
や
芝
生
を
出
て
空

に
し
た
へ
る

１
４
０　

松
契
多
春　

い
つ
と
な
き
春
の
光
の
や
と
な
か
ら
猶
し
も
契
れ
千

世
の
松
か
え

１
４
１　

垂
柳
落
水　

池
水
の
汀
の
柳
枝
た
れ
て
さ
ら
に
み
と
り
の
な
み
そ

立
そ
ふ　

」
６
・
ウ

１
４
２　

谷
川
の
峯
の
青
柳
ふ
し
な
ひ
き
わ
た
ら
ん
人
も
ぬ
れ
ぬ
は
か
り
に

１
４
３　

風
前
帰
雁　

吹
風
の
よ
す
か
あ
れ
は
そ
し
ら
れ
け
る
雲
路
に
か
へ

る
か
り
の
な
く
音
を

１
４
４　

帰
雁
風
の
ま
に
／
＼
行
ひ
と
は
を
く
る
ゝ
友
を
い
か
に
ま
つ
へ
き

１
４
５　

猶
待
花　

咲
比
を
と
ひ
あ
は
す
へ
き
心
よ
り
花
ま
つ
ほ
と
は
友
そ

ま
た
る
ゝ

（
九
）
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１
４
６　

こ
て
ふ
た
に
い
つ
と
し
ら
せ
よ
な
れ
も
さ
そ
待
ら
ん
花
の
咲
そ
む

る
□
□

１
４
７　

夜
梅　

香
に
は
猶
し
く
物
も
な
き
春
の
夜
や
梅
も
お
ほ
ろ
の
月
に

た
く
へ
て　
　
　
　

１
４
８　

目
に
見
え
ぬ
花
に
心
を
さ
ら
へ
ぬ
る
梅
か
ほ
る
夜
の
風
の
よ
す
か

に１
４
９　

暁
更
春
月　

見
し
ほ
と
も
夢
斗
な
る
春
の
夜
や
ま
た
れ
し
月
は
有

明
の
そ
ら

１
５
０　

清
風
尋
花　

匂
ひ
く
る
風
の
よ
す
か
に
行
袖
は
ま
た
み
ぬ
花
の
香

を
そ
し
め
つ
る

１
５
１　

依
花
日
短　

尋
き
て
見
る
色
か
□
の
春
の
日
と
お
も
へ
は
あ
か
ぬ

は
な
の
下
か
け

１
５
２　

曲
水
宴　

く
む
人
の
か
ほ
の
に
ほ
ひ
も
く
れ
な
ゐ
の
花
を
う
つ
せ

る
波
の
さ
か
つ
き

１
５
３　

花
有
歓
色　

千
世
経
つ
る
道
も
ま
か
は
し
咲
花
の
ひ
か
り
さ
へ
そ

ふ
や
と
の
梢
に　

」
７
・
オ

１
５
４　

後
会
契
花
時　

め
く
り
く
る
春
こ
と
に
猶
わ
す
る
な
よ
花
の
雲
ゐ

か
み
ね
に
あ
ひ
み
む

１
５
５　

と
も
に
今
あ
か
す
は
る
よ
り
山
の
名
の
後
せ
も
花
の
お
り
と
た
の

ま
ん

１
５
６　

岳
花　

世
の
人
も
花
に
な
□
□
□
の
夢
な
れ
や
う
き
た
つ
雲
の
□

ま
と
ひ
に

１
５
７　

袖
は
へ
て
雲
に
ゆ
き
ゝ
の
岡
の
へ
や
た
ち
ぬ
い
ぬ
き
ぬ
も
花
に
そ

む
ら
ん

１
５
８　

尋
花　

一
す
ち
に
尋
待
身
は
み
ぬ
色
の
花
に
さ
へ
世
の
物
お
も
ひ

も
な
し

１
５
９　

雨
中
花　

待
ほ
と
に
ま
た
れ
し
雨
の
け
ふ
ふ
れ
は
恵
み
に
花
の
ち

ら
す
や
あ
ら
な
ん

１
６
０　

閑
居
花　

な
れ
ぬ
れ
は
と
ふ
も
う
る
さ
き
や
と
な
か
ら
と
は
す
は

花
の
つ
く
し
と
や
せ
む

１
６
１　

山
家
花　

よ
の
う
き
め
み
ぬ
や
と
と
へ
は
咲
匂
ふ
花
そ
か
へ
さ
の

ほ
た
し
な
り
け
む

１
６
２　

松
間
花　

十
か
へ
り
の
松
の
ゆ
く
え
も
け
ふ
こ
ゝ
に
捺
さ
し
か
は

す
花
に
見
せ
つ
る

１
６
３　

十
か
へ
り
の
松
の
ゆ
く
え
も
け
ふ
は
ま
つ
捺
さ
し
か
は
す
花
に
し

ら
れ
て

１
６
４　

苔
上
落
花　

い
く
世
へ
し
苔
の
緑
も
ち
り
く
れ
は
あ
た
な
る
花
の

色
に
ち
り
ぬ
る

１
６
５　

滝
上
落
花　

つ
た
へ
く
る
瀧
の
一
音
響
に
な
か
れ
え
ぬ
花
も
声
あ

る
峯
の
藤
か
え　

」
７
・
ウ

１
６
６　

藤　

咲
匂
ふ
色
に
こ
ゝ
ろ
も
ま
つ
は
れ
て
か
へ
る
さ
し
ら
ぬ
や
と

の
藤
か
え

１
６
７　

雨
中
藤　

し
ら
露
の
玉
の
せ
か
け
て
光
そ
ふ
藤
は
雨
に
そ
見
る
へ

か
り
け
る

１
６
８　

試
筆　

を
の
つ
か
ら
霞
に
匂
ふ
山
ま
ゆ
の
お
も
し
ろ
き
世
の
春
は

き
に
け
り

１
６
９　

毎
山
有
春　

雪
の
岡
に
霞
た
な
引
い
と
は
や
も(

め)

山
陰
こ
と
の

花
に
な
る
そ
ら

１
７
０　

松
迎
春
新　

わ
か
さ
り
し
こ
そ
の
梢
の
雪
解
て
緑
に
か
へ
る
春
の

ま
つ
か
え

１
７
１　

梅
更
松
芳　

枝
か
は
す
松
も
に
ほ
は
ゝ
散
う
せ
ぬ
た
め
し
に
な
ら

へ
む
め
の
初
は
な

１
７
２　

春
風
解
氷　

と
け
そ
め
て
氷
の
隙
に
か
け
う
つ
る
袖
の
い
ろ
さ
へ

花
の
は
る
か
せ
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１
７
３　

遠
山
霞
薄　

け
ふ
は
ま
た
霞
か
く
ま
も
あ
さ
日
影
さ
す
か
に
見
す

る
を
ち
の
山
の
は

１
７
４　

朝
霞　

朝
日
さ
す
光
も
花
の
春
の
山
お
ほ
ふ
か
す
み
の
そ
て
も
ゆ

た
か
に

１
７
５　

歎
冬　

庭
も
せ
に
こ
か
ね
の
色
は
み
ち
の
く
や
こ
ゝ
も
を
た
口
山

吹
の
花

１
７
６　

梅
風　

う
し
と
の
み
お
も
は
し
□
よ(

を)

梅
か
え
の
花
さ
そ
ふ
よ

り
か
ほ
る
春
か
せ

１
７
７　

名
所
梅　

よ
そ
ま
て
も
風
の
よ
す
か
や
頼
む
ら
ん
月
の
か
つ
ら
の

さ
と
の
梅
か
せ　

」
８
・
オ

１
７
８　

峯
残
雪　

つ
れ
な
さ
も
花
ま
つ
ほ
と
の
な
く
さ
め
や
有
明
山
の
み

ね
の
し
た
ゆ
き

１
７
９　

春
の
色
の
を
そ
き
を
い
ち
ふ
し
ら
雪
も
残
れ
は
み
ね
の
花
を
こ
そ

み
れ

１
８
０　

晴
失
帰
雁　

世
は
春
の
光
の
と
け
き
大
そ
ら
に
し
つ
心
な
く
か
り

の
ゆ
く
ら
ん

１
８
１　

深
夜
春
月　

ふ
か
き
夜
の
あ
は
れ
は
猶
も
落
た
へ
に
梅
さ
へ
匂
ふ

春
の
月
か
け

１
８
２　

夕
雲
雀　

聲
の
み
は
そ
れ
と
し
ら
れ
て
雲
を
よ
ふ
ゆ
ふ
日
と
と
も

に
ひ
は
り
落
く
る

１
８
３　

林
下
春
雨　

春
雨
に
ぬ
れ
つ
ゝ
ま
た
ん
さ
か
ぬ
ま
の
た
の
む
か
け

な
き
花
の
は
や
し
は

１
８
４　

人
し
れ
ぬ
み
山
は
や
し
の
下
草
も
め
く
み
は
か
く
る
春
さ
め
の
そ

ら１
８
５　

こ
と
の
葉
の
は
や
し
か
く
れ
し
こ
の
も
と
の
は
る
の
な
か
め
に
花

を
待
比

１
８
６　

雲
垣
帰
雁　

猶
さ
ゆ
る
こ
し
ち
の
春
を
た
と
り
て
や
立
そ
ふ
雲
の

衣
か
り
か
ね

１
８
７　

潤
梅
落　

谷
風
の(

に)

さ
そ
へ
る
梅
の
下
水
に
き
え
ぬ
雪
ふ
る
き

さ
ら
き
の
そ
ら

１
８
８　

さ
え
か
へ
り
と
つ
る
氷
の
ひ
ま
と
み
ん
谷
風
さ
そ
ふ
梅
の
下
水

１
８
９　

里
人
の
と
き
あ
ら
ひ
き
ぬ
か
ほ
る
ら
し
梅
ち
の
か
ゝ
る
谷
川
の
水
」

８
・
ウ

１
９
０　

湖
上
霞　

を
と
め
子
か
袖
と
や
み
ま
し
よ
こ
の
海
に
霞
の
衣
に
ほ

ふ
あ
し
た
は

１
９
１　

苗
代　

今
よ
り
や
し
て
の
田
長
を
よ
ふ
と
り
の
聲
ま
ち
か
ほ
の
春

の
苗
代

１
９
２　

花
漸
盛　

明
日
も
猶
と
へ
と
や
花
の
哀
て
ふ
こ
と
を
あ
ま
た
に
さ

き
も
つ
く
さ
ぬ

１
９
３　

野
遊　

う
く
ひ
す
も
ね
く
ら
に
か
へ
る
夕
暮
れ
に
家
路
に
わ
す

る
ゝ
野
へ
の
月
か
け

１
９
４　

萌
草　

行
末
は
た
か
秋
風
に
た
ら
む
ら
ん
あ
た
の
大
野
の
葛
の
下

も
え

１
９
５　

湖
上
夕
花　

志
賀
の
浦
や
霞
も
に
ほ
ふ
夕
く
れ
は
沖
ま
て
つ
ゝ
く

花
の
し
ら
な
み

１
９
６　

水
郷　

今
宵
し
も
行
む
袖
や
匂
ふ
ら
ん
花
待
え
た
る
宇
治
の
は
し

ひ
め

１
９
７　

依
花
遠
行　

今
も
う
き
あ
ら
し
や
吹
と
お
も
ふ
よ
り
千
里
を
ゆ
く

も
花
の
一
と
き

１
９
８　

水
郷
花　

た
を
や
め
の
袖
と
み
な
せ
の
川
浪
に
こ
ゝ
ろ
う
こ
か
す

花
の
お
も
か
け

１
９
９　

み
な
せ
川
か
す
め
る
花
の
俤
を
ゝ
と
に
出
て
は
い
か
に
い
は
ま
し

２
０
０　

花
漸
盛　

散
ほ
と
の
を
そ
き
お
も
ひ
を
な
く
さ
め
や
あ
か
ぬ
は
か

り
の
花
の
盛
も
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２
０
１　

桃　

た
へ
か
ね
て
お
も
ひ
の
色
に
出
ぬ
ら
し
も
の
い
は
ぬ
花
も
風

に
た
よ
り
に　

」
９
・
オ

２
０
２　

花
下
送
日　

花
の
渕
も
せ
に
な
る
ま
て
と
あ
す
か
川
き
の
ふ
も
け

ふ
も
な
か
め
く
ら
し
つ

２
０
３　

花
雪　

枝
に
こ
そ
つ
も
る
を
も
見
ぬ
庭
も
せ
に
ふ
り
な
ま
か
へ
そ

花
の
し
ら
ゆ
き

２
０
４　

霞
中
花　

お
も
か
け
は
霞
の
袖
に
し
の
ふ
山
た
れ
し
の
へ
と
や
か

よ
ふ
花
の
香

２
０
５　

生
駒
山
花
の
は
や
し
を
立
か
く
す
霞
も
雲
の
こ
ゝ
ろ
と
や
み
む

２
０
６　

雨
後
花　

夕
日
影
匂
ひ
く
る
ま
て
雨
は
は
や
は
れ
て
も
残
る
花
の

し
ら
く
も

２
０
７　

試
筆　

埋
木
の
人
し
れ
ぬ
身
も
花
と
め
て
鳥
を
う
ら
や
む
春
は
き

に
け
り

２
０
８　

寒
梅
始
開　

も
ろ
こ
し
の
名
に
お
ふ
嶺
は
た
よ
り
な
し
た
ゝ
此
や

と
の
梅
の
初
花

２
０
９　

春
鳥
呼
客　

鶯
の
な
き
て
い
さ
な
ふ
た
よ
り
あ
れ
や
花
に
成
ゆ
く

人
の
こ
ゝ
ろ
は

２
１
０　

霞
添
山
色　

雪
は
猶
残
る
ひ
か
り
の
さ
え
も
せ
す
く
も
る
や
ゝ
す

む
遠
の
山
の
は

２
１
１　

雲
と
み
ん
心
の
い
ろ
も
花
山
の
ゆ
く
え
を
こ
め
て
霞
む
あ
け
ほ
の

２
１
２　

松
上
霞　

吹
風
も
枝
を
な
ら
さ
ぬ
俤
や
か
す
み
こ
め
た
る
ま
つ
の

一
む
ら

２
１
３　

霞
隙
行
舟　

磯
辺
こ
く
舟
さ
へ
よ
そ
に
み
く
ま
の
ゝ
浦
浪
か
け
て

か
す
む
夕
は　

」
９
・
ウ

２
１
４　

谷
花  

春
ふ
か
き
露
の
め
く
み
は
よ
そ
な
ら
て
谷
に
も
花
の
ひ
か
り

見
す
ら
し

２
１
５　

雨
中
梅　

う
く
ひ
す
も
散
を
お
し
ま
は
雨
の
い
と
に
ぬ
ひ
と
ゝ
め

て
よ
む
め
の
花
か
さ

２
１
６　

残
雪　

春
く
れ
は
霞
な
か
ら
の
か
ひ
か
ね
の
雪
に
さ
や
け
き
さ
や

の
中
山

２
１
７　

つ
き
て
み
ん
花
さ
く
ま
て
は
雪
も
猶
つ
れ
な
く
の
こ
れ
有
明
の
や

ま２
１
８　

歎
冬　

詩
人
の
い
ふ
に
も
ま
さ
る
色
香
と
て
我
も
い
は
て
や
や
ま

ふ
き
の
花

２
１
９　

雪
中
鶯　

さ
え
か
へ
る
雪
に
も
あ
へ
よ
う
く
ひ
す
の
を
の
か
ぬ
ふ

て
ふ
笠
や
と
り
し
て

２
２
０　

積
雪
と
名
に
た
つ
そ
ら
は
を
の
れ
の
み
ま
た
う
ち
と
け
ぬ
鶯
の
声

２
２
１　

梅
柳
更
枝　

風
吹
は
か
た
へ
の
梅
に
ま
つ
い
れ
て
に
ほ
ひ
く
は
ゝ

る
青
柳
の
い
と

２
２
２　

尋
花
留
山　

見
て
は
猶
山
に
す
む
身
と
な
り
な
ま
し
尋
ぬ
る
ほ
と

も
家
路
わ
す
れ
つ

２
２
３　

た
よ
り
な
き
山
路
の
露
を
か
た
し
き
ぬ
春
の
日
く
ら
し
花
を
そ
ふ

と
て

２
２
４　

二
月
雪
落
衣　

鶯
の
な
け
と
も
雪
と
ち
る
梅
の
袖
に
と
ま
る
や
き

さ
ら
き
の
そ
ら

２
２
５　

風
前
帰
雁　

雁
の
行
そ
な
た
よ
り
ふ
け
春
の
風
た
ゝ
よ
ふ
ほ
と
た

に
も
み
む　

」
１
０
・
オ

２
２
６　

柳
落　

さ
し
く
し
の
あ
か
つ
き
露
を
か
け
て
た
か
ね
く
た
れ
か
み

か
な
ひ
く
あ
を
や
き

２
２
７　

鶯　

ち
か
ね
と
は
お
も
は
し
物
を
笛
の
ね
に
か
つ
ま
か
へ
た
る
鶯

の
声

２
２
８　

夕
鶯　

ふ
く
風
に
ね
く
ら
の
梅
も
香
を
そ
ふ
や
日
も
入
あ
や
の
う

く
ひ
す
の
声

２
２
９　

花
半
開　

猶
ま
た
ん
さ
き
そ
め
し
よ
り
け
ふ
ま
て
の
ほ
と
は
経
ぬ
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へ
き
花
の
盛
を

２
３
０　

花
初
開　

雲
と
み
し
よ
し
の
ゝ
山
も
此
や
と
も
け
ふ
め
て
そ
む
る

花
は
か
は
ら
て

２
３
１　

夕
花　

か
ほ
り
く
る
風
の
よ
す
か
に
夕
く
れ
も
ま
よ
は
ぬ
雲
か
花

の
ひ
と
む
ら

２
３
２　

え
た
の
ま
を
ひ
ら
き
か
は
せ
し
庭
の
面
の
花
よ
り
外
は
た
そ
か
れ

の
そ
ら

２
３
３　

花
初
開　

盛
そ
と
お
も
へ
は
う
つ
る
な
ら
は
し
の
世
に
さ
き
そ
め

し
花
を
こ
そ
み
め

２
３
４　

雲
と
み
し
お
も
か
け
し
た
ふ
此
や
と
も
け
ふ
め
て
そ
む
る
花
は
か

は
ら
て

２
３
５　

物
お
も
ひ
な
し
て
ふ
花
の
こ
と
の
葉
も
千
世
の
か
さ
し
の
初
さ
く

ら
か
な

２
３
６　

松
下
躑
躅　

い
は
つ
ゝ
し
い
は
つ
て
し
た
に
も
ゆ
る
哉
つ
れ
な
き

松
の
か
れ
や
す
ら
む
か

２
３
７　

く
れ
て
行
高
根
の
松
の
下
つ
ゝ
し
花
に
入
日
の
影
を
の
こ
し
て

２
３
８　

杜
着
写
水　

紫
の
色
こ
き
野
へ
の
杜
着
う
つ
ろ
ふ
さ
は
の
水
を
わ

か
れ
て

２
３
９　

松
間
花　

松
か
え
も
お
な
し
か
さ
し
と
見
る
な
へ
に
千
世
も
と
頼

む
み
よ
し
の
ゝ
花

２
４
０　

春
こ
と
に
う
き
世
わ
す
れ
て
み
よ
し
の
や
松
の
あ
な
た
の
花
の
隠

家２
４
１　

夜
花　

か
ほ
り
く
る
風
に
心
を
た
く
へ
て
も
め
に
見
ぬ
夜
は
の
花

の
一
む
ら

２
４
２　

色
は
猶
あ
く
れ
と
あ
け
ぬ
夜
は
な
れ
や
草
の
戸
さ
し
の
花
の
よ
こ

雲２
４
３　

杜
着
写
水　

沼
水
も
色
に
う
つ
ろ
ふ
杜
着
こ
ひ
ち
に
た
て
る
花
の

心
に

２
４
４　

松
下
躑
躅　

光
つ
ゝ
し
お
も
ひ
ひ
か
め
や
を
の
つ
か
ら(

か
け
た
の

む
お
も
ひ
の
色
や
崗
つ
ゝ
し)

松
の
け
ふ
り
の
下
に
も
ゆ
ら
む

２
４
５　

春
枕　

春
雨
に
か
け
そ
ふ
露
の
下
袖
も
う
ち
と
け
て
見
る
花
の
手

枕２
４
６　

春
風
も
音
せ
ぬ
雨
に
そ
ら
た
き
の
け
ふ
り
も
し
め
る
袖
の
手
ま
く

ら２
４
７　

春
舟　

け
ふ
は
た
か
心
の
か
す
み
か
ゝ
れ
は
や
世
を
う
き
舟
の
こ

か
れ
ゆ
く
ら
ん

２
４
８　

あ
し
た
つ
の
つ
は
さ
霞
て
遠
き
世
も
こ
ひ
わ
た
る
ら
し
わ
か
の
海

舟２
４
９　

春
煙　

よ
し
の
山
行
か
ふ
風
に
ふ
る
さ
と
の
な
ひ
く
け
ふ
り
も
花

の
香
そ
す
る　

」
１
１
・
オ

２
５
０　

春
は
猶
霞
を
そ
へ
て
賑
ふ
や
民
の
か
ま
と
に
た
て
る
け
ふ
り
も

２
５
１　

簾
外
燕　

つ
れ
て
こ
し
風
も
の
と
け
き
こ
す
の
外
に
静
心
な
く
つ

は
め
と
ひ
か
ふ

２
５
２　

幽
栖
藤　

と
は
れ
し
と
お
も
ひ
す
て
に
し
宿
と
て
や
を
と
せ
て

か
ゝ
る
松
の
藤
な
み

２
５
３　

元
日
立
春　

な
を
き
世
を
よ
そ
へ
て
世
は
き
に
け
ら
し
ひ
と
の
心

も
み
つ
の
は
し
め
に

２
５
４　

鶯
又
素
音　

是
も
又
滞
れ
る
世
の
声
な
ら
し
ほ
ゝ
え
む
梅
に
き
な

く
う
く
ひ
す

２
５
５　

松
上
霞　

程
と
な
る
人
の
こ
ゝ
ろ
の
は
る
霞
ほ
の
め
き
初
る
ま
つ

の
こ
と
の
葉

２
５
６　

散
う
せ
ぬ
松
の
こ
と
の
葉
い
と
し
ほ
の
立
ま
さ
れ
と
や
霞
そ
ふ
ら

ん２
５
７　

鶯
是
万
春
友　

万
世
も
つ
き
ぬ
こ
と
葉
の
花
に
な
く
心
を
と
も
に
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や
と
の
う
く
ひ
す

２
５
８　

若
菜　

白
雪
に
入
ぬ
る
磯
を
か
き
わ
け
て
み
ら
く
す
く
な
き
若
菜

を
そ
つ
む

２
５
９　

依
梅
知
春　

梅
か
え
の
匂
ひ
や
春
を
し
ら
す
ら
ん
の
こ
れ
る
雪
に

か
せ
は
ま
か
へ
と

２
６
０　

遠
山
霞　

わ
た
つ
う
み
の
舟
路
の
と
け
き
朝
な
き
に
霞
を
か
さ
す

浜
の
し
ま
や
ま

２
６
１　

柳
絲
春　

を
の
つ
か
ら
か
ゝ
る
め
く
み
や
春
の
色
を
露
み
せ
そ
め

し
青
柳
の
い
と　

」
１
１
・
ウ

２
６
２　

依
梅
知
春　

さ
や
か
に
は
花
み
ぬ
や
と
も
春
き
ぬ
と
お
と
ろ
か
れ

ぬ
る
梅
の
下
か
せ

２
６
３　

春
雪　

け
さ
は
た
か
垣
根
の
梅
を
と
ひ
ぬ
ら
ん
駒
の
お
と
あ
る
さ

と
の
し
ら
ゆ
き

２
６
４　

早
春
雪　

春
き
て
は
松
に
も
花
の
お
も
か
け
に
と
よ
と
し
し
る
く

し
ら
雪
の
そ
ら

２
６
５　

留
船
聞
鶯　

河
そ
ひ
の
柳
の
い
と
も
舟
人
の
心
や
つ
な
く
う
く
ひ

す
の
こ
ゑ

２
６
６　

風
揺
白
梅
朶　

か
ほ
り
き
て
白
き
を
後
に
み
る
梅
は
絵
に
う
つ
し

え
ぬ
か
せ
の
こ
ゝ
ろ
か

２
６
７　

山
路
雉　

行
ゑ
た
に
そ
こ
と
し
ら
れ
ぬ
山
路
哉
つ
ま
こ
ふ
き
し
の

声
も
か
す
み
て

２
６
８　

春
曙　

あ
は
れ
さ
は
秋
の
ゆ
ふ
へ
に
か
は
れ
と
も
か
り
か
ね
さ
む

き
春
の
あ
け
ほ
の

２
６
９　

社
頭
梅　

吹
風
に
ゆ
る
し
色
な
る
梅
か
ら
や
紙
の
い
か
き
も
こ
え

て
き
ぬ
ら
ん

２
７
０　

庭
春
雨　

家
／
＼
の
庭
の
を
し
へ
や
お
も
ふ
ら
ん
あ
は
れ
草
木
の

か
そ
い
ろ
の
雨

２
７
１　

春
雨
の
ふ
る
き
軒
端
を
と
は
ゝ
と
へ
に
わ
の
よ
も
き
の
露
の
こ
ゝ

ろ
を

２
７
２　

社
頭
梅　

神
垣
の
ち
か
ひ
も
雲
に
み
ち
ぬ
ら
ん
星
の
光
に
に
ほ
ふ

梅
か
え

２
７
３　

竹
鶯　

鶯
の
こ
ゑ
の
ひ
か
り
を
色
ふ
し
に
な
し
て
や
や
と
す
そ

の
ゝ
く
れ
竹　

」
１
２
・
オ

２
７
４　

苗
代
蛙　

鳴
か
は
つ
忍
ひ
も
あ
へ
す
妻
や
こ
ふ
た
ね
ま
く
し
め
に

□
□
て
き
こ
ゆ
る

２
７
５　

岡
早
蕨　

紫
の
塵
に
立
名
を
い
か
に
せ
ん
し
の
ふ
の
岡
に
も
ゆ
る

さ
わ
ら
ひ

２
７
６　

霞
中
梅　

た
か
家
の
こ
す
に
ほ
の
め
く
袖
な
れ
や
霞
に
も
る
ゝ
梅

の
色
香
は

２
７
７　

移
り
く
る
か
ほ
り
や
し
む
と
さ
ほ
姫
の
霞
の
袖
に
つ
ゝ
む
う
め
か

え２
７
８　

咲
は
な
の
立
枝
は
見
え
す
霞
め
と
も
お
も
ひ
の
外
に
匂
ふ
む
め

か
ゝ

２
７
９　

閑
庭
春
夢　

み
つ
の
道
わ
け
ぬ
る
跡
は
な
き
庭
も
春
に
と
は
れ
て

も
ゆ
る
若
葉

２
８
０　

橋
辺
帰
雁　

打
わ
た
し
を
く
る
ゝ
雁
の
一
つ
ら
を
見
し
は
か
す
め

る
嶺
の
か
け
は
し

２
８
１　

花
処
　々

今
日
は
猶
色
に
つ
く
は
の
小
桜
の
か
の
も
の
花
に
な
る

よ
り(

マ
マ)

２
８
２　

遠
尋
花　

咲
花
と
あ
さ
む
く
雲
を
分
ゆ
か
ん
雲
と
あ
さ
む
く
花
も

あ
り
や
と

２
８
３　

花
下
遇
友　

人
も
け
ふ
こ
す
は
と
は
か
り
お
も
ひ
け
ん
心
あ
ひ
た

る
花
の
し
た
か
け

２
８
４　

残
花
薫
風　

を
し
へ
を
く
山
の
さ
く
ら
や
か
ほ
り
き
ぬ
外
の
ち
に
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し
後
の
春
風

２
８
５　

故
郷
花　

雪
と
み
し
心
は
い
く
よ
ふ
る
さ
と
に
匂
ひ
と
ゝ
む
る
み

よ
し
の
ゝ
花　

」　

１
２
・
ウ

２
８
６　

暮
春
花　

花
の
香
の
名
こ
り
を
風
に
と
め
く
れ
は
山
の
奥
に
そ
春

は
や
す
ら
ふ

２
８
７　

猶
残
る
花
の
か
た
へ
は
春
と
夏
と
行
か
ふ
そ
ら
も
か
ほ
り
は
か
り

に２
８
８　

物
お
も
ひ
な
き
な
ら
は
し
か
惜
む
へ
き
春
の
名
こ
り
も
花
に
わ
す

れ
て

２
８
９　

月
前
折
花　

を
の
つ
か
ら
か
つ
ら
も
そ
へ
て
折
ね
と
や
花
を
て
ら

せ
し
月
の
心
か(

は)

２
９
０　

静
対
花　

初
瀬
山
花
に
む
か
へ
は
う
か
り
け
る
心
の
風
の
ふ
く
と

し
も
な
し

２
９
１　

山
家
花　

な
れ
ぬ
れ
は
な
れ
し
あ
ら
し
の
風
も
又
こ
の
こ
ろ
つ
ら

き
花
の
下
庵

２
９
２　

試
筆　

春
な
れ
や
草
の
庵
も
し
め
み
え
て
神
代
の
民
の
心
を
そ
し

る２
９
３　

元
日
子
日　

明
そ
め
し
け
ふ
の
子
の
日
の
玉
は
ゝ
き
手
に
入
と
し

の
ひ
か
り
こ
と
な
る

２
９
４　

連
峯
朝
霞　

時
し
ら
ぬ
ふ
し
に
も
春
の
色
み
え
つ
あ
し
か
ら
か
み

ね
霞
む
あ
さ
け
は

２
９
５　

梅
香
留
袖　

袖
に
今
な
つ
か
し
き
香
を
し
め
し
よ
り
過
こ
し
梅
の

あ
は
れ
さ
へ
そ
ふ

２
９
６　

春
風
初
氷　

氷
ゐ
て
く
も
り
し
池
の
か
ゝ
み
を
は
吹
と
く
風
や
み

か
く
な
る
ら
む

２
９
７　

梅
薫
枕　

梅
ま
と
ろ
ま
は
い
か
な
る
夢
か
む
す
は
ま
し
梅
か
ゝ
さ

そ
ふ
風
の
手
ま
く
ら　

」
１
３
・
オ

２
９
８　

春
風
に
い
つ
み
の
梅
や
さ
そ
ひ
こ
し
お
も
ひ
ほ
か(

マ
マ)

に
か
ほ

る
手
ま
く
ら

２
９
９　

折
蕨　

む
ら
さ
き
の
塵
の
よ
出
し
か
ら
人
の
こ
ゝ
ろ
も
わ
か
て
お

れ
る
さ
わ
ら
ひ

３
０
０　

柳
靡
風　

吹
風
に
な
ひ
く
霞
の
う
す
こ
ろ
も
あ
へ
す
は
つ
る
ゝ
糸

や
な
き
か
な

３
０
１　

揺
見
春
駒　

目
も
は
る
に
糸
も
て
つ
な
く
緑
哉
柳
か
□
□
に
あ
さ

る
春
駒

３
０
２　

遠
浦
春
曙　

眺
め
や
る
あ
は
れ
は
い
つ
れ
す
ま
あ
か
し
を
の
か
う

ら
／
＼
か
す
む
あ
け
ほ
の

３
０
３　

海
上
帰
雁　

か
ら
し
と
も
い
さ
し
ら
波
の
塩
ち
経
て
故
郷
お
も
ふ

春
の
か
り
か
ね

３
０
４　

閑
庭
春
草　

踏
分
る
人
も
あ
ら
し
と
よ
ふ
よ
り
は
は
や
お
ひ
た
ち

ね
庭
の
春
草

３
０
５　

薫
春
藤　

さ
ほ
姫
の
名
残
の
袖
や
ま
つ
は
れ
し
霞
も
匂
ふ
花
の
ふ

ち
か
え

３
０
６　

待
花　

な
か
め
こ
そ
猶
た
ゝ
な
ら
ぬ
咲
比
も
つ
れ
な
き
花
は
ま
た

し
と
も
へ
と

３
０
７　

凌
霞
尋
花　

霞
こ
そ
花
を
尋
る
た
の
み
な
れ
さ
き
さ
か
ぬ
い
ろ
の

あ
ら
は
な
ら
ね
は

３
０
８　

か
ほ
り
く
る
た
よ
り
あ
り
と
も
ま
と
は
ま
し
行
手
も
か
す
む
所
は

３
０
９　

花
春
友　

友
と
み
る
こ
と
そ
や
さ
し
き
老
の
身
は
花
の
お
も
は
ん

こ
と
を
お
も
え
て　

」
１
３
．
ウ

３
１
０　

花
方
盛　

か
た
ふ
か
ぬ
な
か
は
の
秋
の
月
な
れ
や
お
も
ひ
く
ま
な

き
花
の
ひ
か
り
は

３
１
１　

潤
桜
落　

二
月
や
散
く
る
雪
は
消
や
ら
て
う
か
ふ
も
か
ほ
る
谷
の

下
水

（
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３
１
２　

散
り
か
ゝ
る
雪
か
と
思
へ
は
此
谷
の
ひ
く
き
も
う
め
の
花
は
こ
た

へ
て

３
１
３　

独
見
花　

友
人
の
こ
ぬ
も
う
ら
み
し
さ
ら
は
か
く
心
も
ち
ら
ぬ
花

を
み
て
し
や

３
１
４　

花
隔
月　

は
る
雨
に
白
き
霞
を
こ
か
し
て
や
花
に
か
く
ろ
ふ
月
に

た
く
へ
む

３
１
５　

雨
後
花　

一
と
を
り
降
こ
し
雨
の
雲
晴
て
み
ね
に
残
れ
る
花
の
む

ら
く
も

３
１
６　

花
埋
谷　

く
ち
ぬ
と
も
匂
ひ
は
の
こ
せ
散
か
ゝ
る
花
を
か
さ
ね
し

谷
の
む
し
ろ
に

３
１
７　

羇
中
花　

故
郷
の
雲
は
は
る
か
に
へ
た
つ
れ
と
う
し
と
は
み
ね
の

花
の
し
た
く
も

３
１
８　

桜
さ
く
ね
こ
し
山
こ
し
ふ
く
風
に
香
を
た
に
を
く
れ
ふ
る
さ
と
の

そ
ら

３
１
９　

色
わ
か
ぬ
花
と
見
な
か
ら
故
郷
の
こ
ゝ
ろ
を
旅
の
そ
ら
に
し
ら
は

や３
２
０　

水
辺
躑
躅　

わ
た
る
と
も
中
は
絶
し
な
た
つ
た
川
う
つ
す
つ
ゝ
し

の
花
の
に
し
き
は

３
２
１　

山
家
夕
藤　

夕
く
れ
の
風
に
た
ゆ
た
ふ
藤
浪
の
を
と
さ
へ
ま
か
ふ

松
の
し
た
藤　

」
１
４
・
オ

３
２
２　

春
獣　

め
つ
ら
し
な
名
も
し
ら
ぬ
花
に
な
れ
／
＼
て
鹿
の
た
ゝ
す

む
春
の
山
辺
は

３
２
３　

歳
暮
立
春　

も
と
す
ゑ
の
と
し
も
よ
る
な
り
あ
つ
さ
弓
け
ふ
よ
り

春
の
立
に
ひ
か
れ
て

３
２
４　

年
内
立
春　

白
雪
の
ふ
る
と
し
か
け
て
時
し
ら
ぬ
山
も
霞
て
春
は

き
に
け
り

３
２
５　

試
筆　

け
ふ
と
い
へ
は
春
に
う
つ
ろ
ふ
世
の
人
の
心
の
花
を
見
ら

く
の
と
け
き

３
２
６　

松
上
鶯　

松
か
え
に
を
の
か
上
毛
の
み
と
り
さ
へ
そ
へ
て
春
な
る

鶯
の
こ
ゑ

３
２
７　

遠
山
霞
薄　

さ
ほ
姫
の
霞
の
袖
や
ぬ
れ
つ
ら
ん
遠
山
ま
ゆ
に
そ
ふ

る
に
ほ
ひ
は

３
２
８　

梅
辺
聞
鶯　

い
つ
れ
と
か
品
さ
た
む
へ
き
梅
か
え
の
匂
ひ
あ
ひ
た

る
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

３
２
９　

名
所
梅　

う
み
わ
た
る
舟
も
た
ゆ
た
ふ
難
波
江
や
梅
か
ゝ
を
く
る

風
の
よ
す
か
に

３
３
０　

竹
畔
残
雪　

有
明
の
月
の
心
も
し
ら
雪
の
つ
れ
な
く
残
る
竹
の
下

か
け

３
３
１　

古
寺
鶯　

人
は
猶
春
の
こ
ゝ
ろ
も
し
ら
雪
に
は
つ
せ
の
て
ら
の
う

く
ひ
す
の
こ
ゑ

３
３
２　

梅
芳
微
雨　

立
よ
れ
と
ぬ
れ
ぬ
は
か
り
の
春
雨
に
う
ち
し
め
り
た

る
袖
の
梅
か
香

３
３
３　

垣
根
子
草　

花
に
さ
か
な
ん
お
ひ
さ
き
も
か
き
ね
に
こ
も
る
春
の

い
ろ
く
さ　

」
１
４
・
ウ

３
３
４　

春
月
曙
静　

色
に
香
に
心
を
わ
か
て
み
つ
る
哉
花
さ
か
ぬ
ま
に
有

明
の
月

３
３
５　

雁
列
花　

さ
く
花
を
こ
し
ち
の
雪
の
色
と
た
に
ま
か
い
て
帰
る
春

の
か
り
か
ね

３
３
６　

春
虫　

あ
は
れ
也
花
な
き
さ
と
も
花
の
さ
く
折
し
れ
と
て
や
こ
て

ふ
飛
か
ふ

３
３
７　

窓
前
梅　

あ
つ
め
え
ぬ
心
な
ら
ひ
に
い
さ
め
を
く
雪
と
な
ち
り
そ

ま
と
の
梅
か
え

３
３
８　

隔
水
見
花　

瀧
津
浪
へ
た
て
し
花
は
匂
ひ
た
に
た
も
と
に
う
つ
れ

家
つ
と
に
せ
ん

（
十
六
）

鴛河申也と鍋島直郷の文事　（進藤康子）

－ 109 －



３
３
９　

月
前
折
花　

折
袖
に
か
つ
／
＼
花
も
ち
り
く
る
や
桜
に
を
け
る
月

の
下
つ
ゆ

３
４
０　

鶯
春
藤　

鶯
も
し
は
し
や
す
ら
へ
暮
て
行
春
に
匂
へ
る
散
も
あ
る

世
哉

３
４
１　

朝
見
花　

夢
の
世
に
俤
し
た
ふ
い
に
し
へ
の
人
に
見
せ
は
や
花
の

し
ら
雪

３
４
２　

谷
花　

谷
ふ
か
み
み
ね
の
あ
ら
し
も
よ
に
な
れ
は
物
お
も
ひ
な
き

花(

谷)

の
霞
か

３
４
３　

春
舟　

う
し
と
の
み
見
る
ヘ
き
物
か
川
岸
の
花
ち
り
か
ゝ
る
舟
の

追
か
せ

３
４
４　

試
筆　

か
け
初
る
霞
よ
り
先
あ
は
れ
て
ふ
こ
と
た
つ
春
の
や
ま
と

こ
と
の
葉

３
４
５　

早
春
柳　

松
か
え
は
を
と
せ
ぬ
春
の
初
風
に
な
れ
の
み
な
ひ
く
そ

の
ゝ
春
柳　

」
１
５
・
オ

３
４
６　

鶯
千
春
友　

此
や
と
に
千
世
を
契
れ
る
こ
と
の
葉
や
ち
り
う
せ
ぬ

松
に
き
な
く
鶯

３
４
７　

月
前
鶯　

い
と
ゝ
猶
し
く
物
と
な
き
有
明
の
月
も
に
ほ
へ
る
う
く

ひ
す
の
こ
ゑ

３
４
８　

霞
中
瀧　

春
は
猶
霞
の
衣
か
け
そ
へ
て
光
を
つ
ゝ
め
る
布
引
の
た

き３
４
９　

庭
梅
契
久　

散
と
い
ふ
こ
と
や
わ
す
る
ゝ
梅
の
花
栄
久
し
き
や
と

の
み
き
り
は

３
５
０　

霞
流
山
色　

春
く
れ
は
さ
か
し
き
峰
も
ほ
の
／
＼
と
霞
の
う
ち
に

見
え
て
の
と
け
き

３
５
１　

梅
香
薫
簾　

こ
す
の
隙
氷
の
風
も
ゆ
る
さ
な
ん
さ
そ
ふ
軒
端
の
梅

の
か
ほ
り
に

３
５
２　

薫
く
る
風
の
よ
す
か
に
こ
す
ま
き
て
み
れ
は
雪
に
も
ま
さ
る
梅
か

え３
５
３　

朝
鶯　

聞
く
は
け
さ
春
の
心
に
な
ら
し
は
の
垣
ほ
に
な
れ
よ
う
く

ひ
す
の
こ
ゑ

３
５
４　

あ
さ
い
す
る
人
は
一
日
の
を
こ
た
り
を
な
れ
や
い
さ
め
て(

し)

鶯

の
な
く(

こ
ゑ)

３
５
５　

栽
花　

う
へ
を
き
て
梢
の
色
の
ま
た
る
ゝ
や
さ
か
ん
日
ま
て
の
物

お
も
ひ
の
花

３
５
６　

社
頭
花　

花
の
香
や
神
の
い
か
き
も
た
え
ぬ
ら
ん
み
ま
ほ
く
ほ
し

て
ふ
人
の
為
と
て

３
５
７　

橋
霞　

遠
か
た
の
霞
の
袖
の
に
ほ
ひ
よ
り
花
や
ま
つ
ら
ん
宇
治
の

は
し
姫　

」
１
５
・
ウ　

 

（
次
回
に
つ
づ
く
）

（
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